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　昨年2019年４月、医者になって20年目の節目に私

はせたな町にやってきた。10年ほど前から、関西に

とどまるのか離れるのか、勤務医なのか開業するの

かを考えるようになり、40歳を過ぎた頃には、北海

道のどの地で勤務医をやっていくかに考えが絞ら

れ、時折、道内各地の医療機関で診療させてもらい

ながら、その地の医療や気候風土を実感して考える

という経験を続けていた。そして20年目から、道南

のせたな町で勤務医生活をすることに決めた。せた

な町は、ネットで見かけた自然風景に惹かれて、暮

らす人のブログなどを読むうちに、１年ほど前から

とても気になっていた土地である。2019年２月初旬

に見学と面接に訪れ、採用通知が届いたのは３月下

旬、そこからほぼ不眠で引越作業を行い、身の回り

の物は自家用車に満載して京都府の舞鶴港からフェ

リーに乗り、小樽港～余市～黒松内～長万部のルー

トで町に入った。北海道生活初心者として初めて尽

くしの１年間を過ごし、２年目の今年はCOVID-19

とともに始まって、気がつけば季節は夏に移ろい、

こうして北海道の会誌に寄稿しているのだから感慨

深い。

　物心ついた頃から人生のすべてに意味があると思

っていた。人との出会いには意味があり、諸事・事

象にはそれぞれ理由がある、と。さすがに歳を重ね

てある程度のことは経験したためだろうが、若い頃

のようにその意義や意味を深く思い悩むことは激減

していたのだが、この地の暮らしで一転、諸事に不

思議を感じ、その理に感嘆することが激増して、と

ても幸せな想いをさせてもらえている。道産子の皆

さんには当たり前のことが、関西人の私には当たり

前ではない。他愛のないことすべてが初めての経験

で、不思議に満ちており、それは幼子に自我が芽生

えてから経験や知識が増えていく過程を、再び歩ん

でいるかのような歓びに似ている。ということは、

これから慣れていく過程もまた楽しいはずだ。

　今年48歳、{じり}の中でまるで山が呼吸している

ような自然を眺めているだけで感動するし、牧場で

草を食む牛を見るだけでにんまりしてしまう。患者

さんから漁や畑、生活の話を聴くのは愉しく嬉しい。

つまり{たいそう}幸せなのである。

　稿末にCOVID-19に触れておく。最初の自粛が解

除されたとき、人々が油断して大変な状況に陥るの

ではないかと私はかなり不安だったが、現実は違い、

人々は自粛中と変わらぬ慎重な暮らしを続け、不便

さやさみしさに立ち向かっておられる。その姿を見

ていると、この人々を守らなければならないと強く

思う。冬のことは想像するのも恐ろしいが、町の

人々がどうか無事でありますように、ともに働く職

場の仲間がどうか無事でありますように、祈る毎日

だ。医療に従事する人々の想いは同じはず、広大な

北海道全域での祈りがどうか叶いますように、人々

の奮闘が報われますようにと切に願っている。

　せたな町２年目の夏に。

北部檜山医師会
せたな町立国保病院 大　島　幸　恵

大阪からせたな町にやってきて

春の発熱外来でのひとこま。皆いい顔だと思う。

向かって左から私、看護師、事務職、連携して頑張っ

ている。夜の暗闇に点る発熱外来の灯りが、町の人々

の安心になりますように。


